
次
の
ペ
ー
ジ
は

議
員
と
語
ろ
か
い
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問
　
市
民
の
資
源
物
回
収
率

が
向
上
す
る
よ
う
、
資
源
物

用
の
指
定
ご
み
袋
は
廃
止

し
、
透
明
袋
に
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
資
源
循
環
を
目

指
す
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
啓
発
を
し
な
い
か
。

答　

ご
み
処
理
に
は
多
額
の

経
費
を
要
す
る
た
め
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
、
指
定
ご
み

袋
の
販
売
益
を
ご
み
処
理
費

用
に
充
当
す
る
こ
と
と
し

た
。
現
時
点
で
の
指
定
袋
の

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

２
月
に
サ
ン
ト
リ
ー
と
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
水
平
リ
サ
イ
ク
ル

の
協
定
を
結
び
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
資
源
循
環
の
取
組

を
始
め
て
い
る
。
今
後
は
市

民
へ
の
啓
発
等
を
進
め
て
い

く
。

平
和
教
育
の
取
組
は

問
　
学
校
の
平
和
学
習
の
取

組
は
ど
う
か
。

答　

戦
争
体
験
者
か
ら
話
を

聞
い
た
り
、
修
学
旅
行
で
長

崎
を
訪
れ
る
前
に
戦
争
に
関

す
る
調
べ
学
習
を
行
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
学
習

を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
物
価
高
で
厳
し
さ
が
増

す
家
庭
に
対
し
、
今
後
の
子

育
て
支
援
対
策
に
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答　

緊
急
支
援
対
策
と
し

て
、
物
価
高
騰
に
直
面
し
て

い
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
子
供
一
人
当
た
り

５
万
円
の
給
付
金
の
支
給
等

を
行
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
各
種
支
援
を
引
き

続
き
努
め
、
保
育
所
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に
対
し
て

も
物
価
高
へ
の
緊
急
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の

居
場
所
、
保
育
環
境
等
の
継

続
的
な
確
保
を
図
っ
た
。
令

和
６
年
４
月
に
設
置
す
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

や
教
育
委
員
会
及
び
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
密
に
、
現

状
分
析
等
を
行
う
。
ま
た
、

国
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
子
育
て
世
帯
を
は
じ
め

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
適

期
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
道
路
側
溝
の
蓋
掛
け
事
業

に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ

い
て詳

し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
東
九
州
自
動
車
道
の

｟
仮
称
｠
霧
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
事
業
化
に
合
わ
せ
、
周
辺

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、

道
の
駅
や
新
た
な
運
動
公
園

施
設
を
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
観

光
振
興
や
経
済
の
発
展
に
つ

な
が
る
一
つ
の
手
法
と
考
え

る
。
施
設
整
備
に
は
、
用
地

の
確
保
、
関
係
機
関
の
調
整

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が

必
要
と
な
る
た
め
先
進
事
例

な
ど
幅
広
く
研
究
し
て
い

く
。

渋
滞
解
消
の
た
め
に
ア
ク
セ

ス
道
路
等
の
整
備
を
急
げ

問
　
清
水
郵
便
局
周
辺
の
狭

い
市
道
に
代
え
て
、
旧
清
水

保
育
園
付
近
か
ら
国
分
中
学

校
東
側
を
結
ぶ
新
た
な
道
路

整
備
は
計
画
で
き
な
い
か
。

答　

県
道
と
の
交
差
点
改
良

や
用
地
買
収
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
交

通
渋
滞
の
解
消
や
地
域
の
安

全
確
保
に
つ
な
が
る
か
を
調

査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
の
充
実
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
霧
島
山
が
一
望
で
き
る

「
ま
る
お
か
桜
苑
」
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

の
営
業
で
あ
る
。
夕
方
以
降

の
営
業
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
夕
方
以
降
の
食

事
運
営
は
休
止
し
て
い
る
。

今
後
、
公
園
整
備
や
利
用
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

問
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

市
外
者
利
用
料
は
１
２
０
円

だ
が
、
料
金
を
下
げ
る
事
は

で
き
な
い
か
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
市

外
者
利
用
料
は
他
自
治
体
と

比
較
し
て
も
安
い
た
め
、
下

げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

長
寿
社
会
に
活
力
を
与
え
る

創
年
の
生
き
方
を

問
　「
創
年
」
と
い
う
生
き
方

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て

い
る
か
。

答　
「
創
年
」
と
は
年
を
重
ね

て
も
目
標
を
持
ち
生
き
る
造

語
で
、
隼
人
町
出
身
の
福
留

強
さ
ん
が
提
唱
し
て
い
る
。

本
市
は
、
高
齢
者
学
級
や
公

民
館
講
座
、
地
域
人
材
バ
ン

ク
等
を
開
設
し
、
共
生
社
会

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
木
造
住
宅
の
倒
壊
対
策

は
ど
う
か
。

答　
「
霧
島
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
」
を
平
成
21

年
度
に
策
定
し
、
令
和
元
年

度
に
東
日
本
大
震
災
や
熊
本

地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え

た
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

旧
耐
震
基
準
の
建
物
｟
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
｠
を
対

象
に
、
耐
震
診
断
に
要
す
る

経
費
に
つ
い
て
は
補
助
率
３

分
の
２
、
限
度
額
６
万
円
、

耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
補
助
率
５
分
の

４
、
限
度
額
１
０
０
万
円
の

補
助
制
度
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
は

問
　
避
難
が
長
期
化
し
た
場

合
の
対
策
は
ど
う
か
。

答　

能
登
半
島
地
震
で
は
イ

ン
フ
ラ
の
途
絶
が
多
発
し
、

特
に
断
水
に
よ
る
影
響
は
大

き
く
、
ト
イ
レ
な
ど
で
の
衛

生
面
の
悪
化
も
顕
著
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
断
水
時
に
お

け
る
雑
用
水
の
確
保
に
つ
い

て
は
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
確
保
は

急
務
と
考
え
て
い
る
。

　

河
川
や
用
水
路
の
給
水
可

能
箇
所
の
確
認
や
、
そ
の
他

の
水
源
の
洗
い
出
し
を
行

い
、
安
定
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

資源循環の取組「ボトルtoボトル」

鈴
木
　
て
る
み 

議
員

す
ず

き

あ
り 

む
ら

た
か  

し

有
村
　
隆
志 

議
員

塩
井
川
　
公
子 

議
員

し
お

い

が
わ

こ
う

こ

ま
え
し
ま

ひ
ろ
の
り

前
島
　
広
紀 

議
員

狭い市道清水４号線

あ
　
た

み  

き
よ

阿
多
　
己
清 

議
員

まるおか桜苑からの景観

　

大
正
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授
に
よ

る
研
修
後
に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
、
議
会
運
営
委
員
会
で
、「
議
員

間
討
議
」の
時
間
を
さ
ら
に
充
実
し
、

提
言
の
質
を
上
げ
る
方
針
を
決
め
、

各
委
員
会
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
今

後
は
、
市
民
の
声
を
具
体
的
・
計
画

的
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
政
策
提
言

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、４
月
以
降
は
、

法
政
大
学
の
土
山
希
美
枝
教
授
に
よ

る
「
一
般
質
問
の
質
問
力
Ｕ
Ｐ
」
に

関
す
る
研
修
を
計
画
、
個
々
の
議
員

の
資
質
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
各
種

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
を
通
し
て
発
信
力

ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

議会機能強化レポート ～議会運営委員会～
①政策提言サイクルの改善

②議員の資質向上　 ③一般質問の質問力UP

２月６日に大正大学の江藤俊昭教授による研修を

行いました。

議会のお知らせを

公式Facebookページに掲載しています。


